
第
三
学
年 

学
習
プ
リ
ン
ト
① 

熟
語
の
読
み
方 

   

◎
学
習
の
流
れ 

 

①
教
科
書
を
見
な
が
ら
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
空
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
埋
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

②
二
枚
目
は
練
習
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
教
科
書
を
参
考
に
、
解
い
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

漢
字
に
は
【 

音 
 

】
と
【 
訓 

 

】
が
あ
り
、
熟
語
は
、
次
の
よ
う
に
音
と
訓
を
さ
ま
ざ
ま
に
組
み
合
わ
せ
て
読
む
。 

熟
語
は
、
上
の
漢
字
が
音
読
み
な
ら
下
の
漢
字
も
音
読
み
に
。 

上
の
漢
字
が
訓
読
み
な
ら
下
の
漢
字
も
訓
読
み
に
な
る
こ
と 

が
多
い
。 

◎
パ
タ
ー
ン
Ａ 

音
と
音 

  
 

   

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

◎
パ
タ
ー
ン
Ｂ 
訓
と
訓 

 
 

 
 

 
 

    

◎
パ
タ
ー
ン
Ｃ 

音
と
訓
「
重
箱
読
み
」  

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 

熟
語
の
上
下
の
漢
字
を
組
み
合
わ
せ
て
読
む
も
の
。 

 
 

 
 

 

「
湯
桶
」
は
、
「
湯
」
を
訓
、「
桶
」
を
音
で
読
む
。 

「
重
箱
」
は
「
重
」
を
音
、「
箱
」
を
訓
で
読
む
。
こ
の
よ
う
に
、 

上
の
漢
字
を
訓
、
下
の
漢
字
を
音
で
読
む
こ
と
を 

上
の
漢
字
を
音
、
下
の
漢
字
を
訓
で
読
む
こ
と
を 

 
 

 
 

 
 

【 
 

湯
桶
読
み 

 
 

 

】
と
い
う
。 

【 
 

重
箱
読
み 

 
 

】
と
い
う
。 

  
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

       

熟
語
の
中
に
は
、
漢
字
一
字
ご
と
に
音
や
訓
で
読
む
の
で
は
な
く
、
一
つ
の
ま
と
ま
り
と
し
て
特
別
な
読
み
方
を
す
る
も
の
が
あ

る
。
こ
の
特
別
な
読
み
方
を
【 

 
 

熟
字
訓 

 
 

】
と
よ
ぶ
。 

 

例 

明
日(

あ
す) 

今
年(

こ
と
し) 

五
月
雨(

さ
み
だ
れ) 

白
髪(

し
ら
が) 

梅
雨( 

つ
ゆ 

) 

吹
雪( 

 

ふ
ぶ
き 

) 

例 

着
陸(

チ
ャ
ク
・
リ
ク) 

整
頓(

セ
イ
・
ト
ン) 

熟語を考えよう 

哲
学･

頒
布 

表
彰･

携
帯 

評
価･

授
業 

例 

着
物(

き
・
も
の) 

長
袖(

な
が
・
そ
で) 

熟語を考えよう 

外
堀･

枕
元 

居
間･

笑
顔 

相
手･

目
上 

例 

仕
事(

シ
・
ご
と) 

両
脇(

リ
ョ
ウ
・
わ
き) 

茶
釜(

チ
ャ
・
が
ま) 

熟語を考えよう 

別
棟･

額
縁 

役
場･

両
手 
 

例 

夕
刊(

ゆ
う
・
カ
ン) 

荷
物(

に
・
モ
ツ) 

枠
内(

わ
く
・
ナ
イ) 

熟語を考えよう 

手
本･

朝
晩 

場
所･

豚
肉 

岐
南
中
学
校 

国
語
科 

第
二
学
年 

 

第
四
回 

学
習
プ
リ
ン
ト 

 

課
題 

◎
パ
タ
ー
ン
Ｄ 

訓
と
音
「
湯
桶
読
み
」 

課
題 

課
題 

課
題 
熟
語
の
読
み
方
に
つ
い
て
知
ろ
う
。 

 

熟
語
の
読
み
方
に
つ
い
て
知
ろ
う 

。 

１
・
２
年
生
の
教
科
書
で 

「
音
読
み
」
と
「
訓
読
み
」

に
つ
い
て
確
認
し
て
お

こ
う
。 



第
三
学
年 

熟
語
の
読
み
方 

 

学
習
プ
リ
ン
ト
② 

練
習
問
題 

① 

次
の
傍
線
部
の
熟
語
を
読
も
う
。
音(

片
仮
名)

と
訓(

平
仮
名)

も
書
こ
う
。
そ
の
う
ち
重
箱
読
み
・
湯
桶
読
み
に
は
「
重
箱
」

も
し
く
は
「
湯
桶
」
と
書
き
ま
し
ょ
う
。
音
・
音
の
場
合
や
訓
・
訓
の
場
合
は
斜
線
を
引
き
ま
し
ょ
う
。 

 

                       

②  

次
の
ア
は
音
で
、
イ
は
熟
字
訓
で
読
も
う
。 

 
 

 

 

⑫ 
 

⑪ ⑩ ⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ②ｖ ① 

 

碁
石
を
片
づ
け
る
。 

患
者
を
治
療
す
る
。 

錠
前
を
取
り
付
け
る
。 

繭
玉
を
飾
り
付
け
る
。 

国
王
に
謁
見
す
る
。 

ま
っ
す
ぐ
で
純
粋
な
瞳
。 

錦
絵
の
博
覧
会
。 

川
の
浅
瀬
を
渡
る
。 

藍
色
の
反
物
を
送
る
。 

喪
中
の
は
が
き
。 

干
潟
に
す
む
生
物
。 

例 

峡
谷
を
探
検
す
る
。 

問
題 

ゴ
・
い
し 

チ
・
リ
ョ
ウ 

ジ
ョ
ウ
・
ま
え 

ま
ゆ
・
だ
ま 

エ
ッ
・
ケ
ン 

ジ
ュ
ン
・
ス
イ 

に
し
き
・
エ 

あ
さ
・
せ 

タ
ン
・
も
の 

も
・
チ
ュ
ウ 

ヒ
ガ
タ 

キ
ョ
ウ
・
コ
ク 

読
み 

音
・
訓 

音
・
音 

音
・
訓 

訓
・
訓 

音
・
音 

音
・
音 

訓
・
音 

訓
・
訓 

音
・
訓 

訓
・
音 

音
・
音 

音
・
音 

音
・
訓 

重
箱 

 

重
箱 

   

湯
桶 

 

重
箱 

湯
桶 

  

重
箱
・
湯
桶 

② ① 

 

イ ア イ ア 

 

雪
崩 

崩
壊 

乙
女 

甲
乙 

問
題 

な
だ
れ 

ほ
う
か
い 

お
と
め 

こ
う
お
つ 

読
み 

④ ③ 

 

イ ア イ ア 

 

硫
黄 

硫
酸 

相
撲 

撲
滅 

問
題 

い
お
う 

り
ゅ
う
さ
ん 

す
も
う 

ぼ
く
め
つ 

読
み 


